
 

国土交通省生産性革命本部（第１回会合） 議事概要 
 

１．日程：平成２８年３月７日（月）１６：２０～１６：５０ 
 
２．場所：合同庁舎３号館 幹部会議室 
 
３．出席者：大臣、大臣政務官、事務次官、技監、国土交通審議官、大臣官房長、

総括審議官、技術総括審議官、建設流通審議官、物流審議官、危機

管理・運輸安全政策審議官、情報政策本部長、技術審議官、総括監

察官、官庁営繕部長、総合政策局長、公共交通政策部長、国土政策

局長、土地・建設産業局長、都市局長、水管理・国土保全局長、水

資源部長、道路局長、大臣官房審議官（住宅）、鉄道局長、自動車

局長、海事局長、港湾局長、航空局長、北海道局長、政策統括官、

国際統括官、観光庁長官、気象庁長官、運輸安全委員会事務局長、

海上保安庁長官、国土地理院長 
 
４．議事：国土交通省生産性革命プロジェクトについて 
 
５．議事概要 
〇開会にあたり、本部長である石井大臣より以下のとおり発言。 
（石井大臣） 
 みなさん、大変ご苦労様でございます。我が国は、2010 年の人口１億 2806 万

人をピークにいたしまして、人口減少時代を迎えております。しかも、極めて速

いスピードで、高齢化が進んでいるという状況でございます。しかし、貨物の積

載率は５割を切っており、道路の移動時間も約４割が渋滞に費やされていると、

そういった社会のムダを無くしていくこと、また ICT など、新技術を活用する

こと、サービス産業等の生産性を向上させることで、持続的な経済成長に貢献で

きる、というふうに思っております。 
 今後、人口減少により各産業を支える労働力が減少します。そのような労働供

給の制約を打破するためには、それを補うための生産性の向上が必要不可欠で

あります。まさに生産性の向上こそが、これからの成長のキーワードになります。 
 そこで、私は本年を「生産性革命元年」と位置づけまして、生産性革命につな

がるプロジェクトを国土交通行政分野から選び出し、磨き上げて、集中的に取り

組みたいと考えております。そのため本日、私を本部長とする、「国土交通省生

産性革命本部」を立ち上げることといたしました。 



 

 本日第１回目の本部会合では生産性革命プロジェクト第１弾となるプロジェ

クトを発表して頂きます。闊達な議論を経て、プロジェクトの熟度を高めていき

たいと思います。また、今後１ヶ月に１回のペースで本部会合を開催して参りま

すので、生産性革命プロジェクトにふさわしい、積極的な提案を各局にはお願い

をいたしたいと思います。 
 また、この生産性革命プロジェクトにつきましては、今後経済界とも積極的に

対話を行い、そのご意見も踏まえてプロジェクトを磨いていきたいと思ってお

りますのでよろしくお願いをいたします。以上でございます。 
 
 
〇国土交通省生産性革命プロジェクトの概要について、総合政策局長より資料

１～３に沿って説明。 
 
〇国土交通省生産性革命プロジェクト第１弾について、道路局、港湾局、大臣官

房技術調査課、住宅局、自動車局より、資料４に沿って説明。 
 
〇徳山事務次官より、以下のとおり発言。 
（徳山事務次官） 
 大臣から１月の冒頭に生産性革命元年という発言もございましたので、各局

タマを続々と詰めて欲しいと思います。結構いいプロジェクトがあると思いま

すが、具体性の部分とか、打ち出し方とか、あるいは新規のそういうものばかり

ではなくて、例えば新幹線が開通するとかですね、色々な局面で、生産性という

ものについて世の中の人の理解が広がるように、今政府全体も生産性というこ

とをかなり言い始めておりますから、一つの大きな流れにしたいと思っていま

す。各局是非これからの毎月の中でよろしくお願いしたいと思います。 
 
〇閉会にあたり、石井大臣より以下のとおり発言。 
（石井大臣） 
 ご苦労様でございます。私としては、平成 28 年度の国土交通省の政策の基軸

を「生産性革命」としまして、総力を挙げてこれに取り組んでいきたいと思って

おります。本日ご提案いただいたプロジェクトをはじめ、今後出てくるプロジェ

クトについても、「生産性革命」をキーワードとしていきたいとこういうふうに

思っておりますので、積極的な提案をお願いします。この取組は、１つの運動論

というふうに考えております。これを広めていくことが大事だと考えておりま

して、開通式典や開業式典などでも、具体的に「この道路が開通することで、ど

のくらい生産性が上がるのか、例えば、道路の渋滞がどれだけ減少して労働時間



 

の無駄が減らせるか」とかですね、そういった生産性向上につながるかをアピー

ルして頂きたいと思っております。また、既に開通した道路等についてもその効

果を発信することが重要だと思っております。様々な計画にも生産性革命の取

組を取り上げて頂きたいと思いますので、引き続き、各局から積極的な提案を期

待しておりますのでよろしくお願いします。 
 

以上 


